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㎏
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を
囁
’

四

眠レ

　
悩
　
、

　
　
　
蟹
厄

、
瞳
灘

　
　
彰
　
鑛
、

鍍
欝

饗
粍
　
き
慣

　
　
　
　
霧
卿

　
騰
　
雛
沖

灘璽
難

、
碧
、
篭

堅
驚

晋配

　
き
ょ
う
か
ら

　
　
　
一
　
年
生

　
　
　
　
長
峰
分
校
入
学
式

　
福
岡
小
学
校
長
峰
分
校
の
入

学
式
が
、
四
月
八
日
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
男
子
一
名
、
女
子

三
名
の
計
四
名
が
分
校
児
童
へ

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
担
任
の
先
生
か
ら

一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
呼
ば
れ

る
と
、
　
「
ハ
イ
！
」
と
立
っ
て

元
気
よ
く
返
事
す
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　
式
の
あ
と
、
十
五
人
の
お
兄

さ
ん
、
お
姉
さ
ん
全
員
に
よ
る

遊
戯
が
行
な
わ
れ
る
と
、
四
人

の
新
入
児
童
は
思
わ
ず
ニ
ッ
コ

　
こ
と
し
は
、
八
宮
分
校
で
七

名
、
不
忘
分
校
で
五
名
、
三
住

分
校
で
二
名
の
新
入
児
童
が
あ

り
ま
し
た
。

　
と
に
か
く
、
元
気
で
楽
し
い

六
年
間
の
分
校
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
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白
石
か
ら
出
る

ゴ
ミ
は
、
毎
年
確

実
に
増
え
続
け
て

五
十
五
年
度
で
は
、

　
一
万
一
千
九
百
三

十
三
二
ニ
ト
ン
。

こ
れ
は
十
年
前
の

馨
毒
黍

o

，
ダ

約
一

　
こ
の
よ
う
に
近
年
、

と
生
活
水
準
の
向
上
に
比
例
し
て
、

ゴ
ミ
の
排
出
量
は
増
え
る
一
方
で
す

　
臼
石
の
ご
み
焼
却
場
は
、
仙
南
地

域
行
政
事
務
組
合
の
運
営
で
行
な
わ

・
八
倍
の
量
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
人
口
の
増
加

れ
て
い
ま
す
が
、
同
組
合
で
は
、
増

蜘

酬
灘
蕪

毒嚢l　l垂1

門
’
「
嘔

懸噸

　
え
る
ゴ
ミ
を
適
切
に
処
理
す
る
た
め
、

　
こ
の
ほ
ど
福
岡
八
宮
に
新
し
い
ご
み

　
焼
却
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
　
従
来
の
福
岡
長
袋
に
あ
る
ご
み
焼

　
却
場
は
、
一
日
三
〇
ト
ン
の
処
理
能

　
力
で
、
フ
ル
操
業
を
し
て
も
、
毎
日

　
自
石
市
・
七
ヶ
宿
町
か
ら
出
る
ゴ
ミ

O

、
善
〆

、
轡

欝
デ

灘
騨

灘罫

の
量
四
十
ニ

ト
ン
前
後
を

処
理
し
き
れ

ず
、
処
理
し

切
れ
な
い
分

が
野
積
み
さ

れ
が
ち
だ
っ

た
こ
と
も
あ

り
、
新
し
い

ご
み
焼
却
場

の
建
設
が
急

が
れ
て
い
ま

し
た
。

　
新
し
い
ご

み
焼
却
場
の

繰蘇難籔
く

脚辮

写
真
は

弥
治
郎
に
で

き
た
新
し
い

ご
み
焼
却
場

建
設
場
所
は
、
今
ま
で
の
焼
却
場
か

ら
西
へ
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
福
岡
八
宮
弥
治
郎
地

区
に
決
定
、
昭
和
五
十
四
年
十
一
月

に
着
工
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
五
十
四
年
・
五
十
五

年
度
の
二
ヵ
年
事
業
。
総
工
費
約
十

億
円
を
か
け
た
近
代
的
な
焼
却
場
で

す
。
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
四
月
一
日

か
ら
本
格
的
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
そ
の
ご
み
焼
却
場
は
…
。

　
面
積
八
千
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の

敷
地
に
二
千
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の

鉄
筋
コ
ン
タ
リ
ー
ト
造
り
地
上
三
階

建
、
地
下
一
階
の
建
物
で
す
。
処
理

方
式
と
し
て
、
三
十
五
ト
ン
の
処
理

能
力
を
も
つ
准
連
続
燃
焼
式
焼
却
炉

二
基
を
取
り
つ
け
て
い
ま
す
。

　
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
、
い
っ
た
ん

ご
み
ピ
ッ
ト
に
貯
め
ら
れ
、
そ
の
後
、

乾
燥
↓
焼
却
↓
再
焼
却
の
過
程

を
経
て
灰
に
な
り
ま
す
。
一
日
の
処

理
能
力
は
七
〇
ト
ン
で
す
。

　
ご
み
焼
却
場
で
は
、
最
近
の
ご
み

戦
争
と
取
り
組
み
、
み
な
さ
ん
の
街

の
明
る
く
清
潔
な
環
境
づ
く
り
の
た

み
は
安
全
無
害
の
状
態
に
処
理
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、

次
の
こ
と
を
市
民
一
人
ひ
と
り
に

守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
沿
願
い
し
ま

す
。
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最
大
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
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ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
工
夫
を

　
角
張
ノ
ブ
さ
ん

　
（
白
石
市
消
費
者
の
会
会
長
）

　
私
た
ち
が
毎
日
、
何
げ
な
く
出
し

て
い
る
ゴ
ミ
の
な
か
に
も
ま
だ
ま
だ

利
用
価
値
の
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す

ね
。
安
く
買
う
だ
け
が
賢
い
消
費
者

で
あ
り
ま
せ
ん
。
衝
動
買
い
な
ど
せ

ず
、
安
全
で
長
く
使
え
る
品
を
買
い
、

使
い
捨
て
を
ひ
か
え
る
心
配
り
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
も
、
野
菜
な
ど

台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
は
よ
く
水
切

リ
、
出
来
れ
ば
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
る
。
ま
た
、
自
分

の
家
で
処
理
で
き
る
も
の
は
処
理
し
、

出
来
る
だ
け
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
よ
う

に
す
る
。
こ
う
い
う
気
持
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
出
す
人
は
、

ゴ
ミ
処
理
の
方
法
や
収
集
日
を
よ
く

守
り
、
運
ぶ
人
の
身
に
な
っ
て
出
す

よ
う
に
注
意
し
、
実
行
し
で
、
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
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ゴ
ミ
を
出
す

　
　
　
　
と
き
の
注
意

△
燃
え
る
ゴ
ミ
は
ふ
た
付
ポ
リ
容
器

か
白
石
市
公
衆
衛
生
組
合
指
定
「
ゴ

ミ
袋
」
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

△
台
所
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、
水
分
を

良
く
切
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ポ
リ
容
器
に
入
れ
て
出
す
場
合
は

容
器
の
内
側
に
新
聞
紙
を
敷
い
た
と

こ
ろ
に
ゴ
ミ
を
入
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

△
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、
ふ
た
付
ポ
リ

容
器
か
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
肥
料
袋
等
）

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
テ
レ
ビ
：
：
P
C
B
を
販
売
店

　
　
で
取
り
は
ず
し
て
も
ら
い
証
明

　
　
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
は
モ
ー

　
　
タ
ー
を
取
り
は
ず
し
て
く
だ
さ

△
各
種
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
容
器
を
捨

て
る
と
き
は
危
険
で
す
か
ら
穴
を
あ

け
て
く
だ
さ
い
。

△
産
業
廃
棄
物
（
有
料
）
は
も
え
る

も
の
だ
け
で
す
。
粗
大
な
も
の
は
、

電
話
連
絡
の
う
え
直
接
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。
a
五
i
四
〇
五
〇

ム
ゴ
ミ
は
集
め
る
日
の
朝
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
収
集
が
終
り
ま
し

た
ら
、
す
み
や
か
に
容
器
を
持
ち
か

え
り
、
あ
と
か
た
ず
け
を
し
て
く
だ

さ
い
。

ごみ収集日　4月1日から収集日が変ります。変更後の収集日概略は下記の通りですが、行政区の境界地区は一部下

　　　　　記表と異奪りますので3月29日以降各ごみ集積所に表示しますからご覧になって下さい。

●可燃物収集日

車号7車暑5車号3車号2車号1号車
コース

中
　
岡

　
福

田
　
部

森
　
『

ケ
　
の

子
谷

銚
深
山ノ下・大平の一部

町本
町
町

柳
田

山
町

上郡山・郡

本郷第2・中

清水小路

本郷第3・本郷第4

亘理町●官公署

長袋山ノ下

本郷第1・本郷第2

本郷第3・郡　山

新　町・上郡山

月
・
木
コ
ー
ス

山寿田山・向寿東益岡・中益岡

福　岡・鎌　先

大鷹沢・鷹ノ巣

短ケ町・臼　 川

西益岡

越河・大平の各一部

斎川・寿町
長町・亘理町

火
・
金
コ
ー
ス

館町・新田町南福岡・蔵本の一部小原の一部・新　館
コ
ー
ス

水
・
土

●不燃物収集日

区地集収収集
曜日

郡山・新町・上郡山・寿町・中町・長町・亘理町・新館本郷第3本郷第2本郷第1月

亘理町・鷹ノ巣・短ヶ町・西益岡・官公署・大鷹沢本郷第4本郷第3火

大平・小原・臼川中町・清水小路・東益岡・中益岡・南町・越河・斎川上郡山・郡山・本郷第2水

柳町・本町・田町・寿山・向田・新館木

銚子ヶ森・田中・寿山・福岡金

好置＝身置薯瀞ヨ僧1π3βF5πσβ

耳
　
こ
の
ほ
ど
、
福
岡
八
宮
地
区
に
い

ヨ

・
ま
ま
で
の
二
倍
以
上
の
処
理
能
力
を

、
持
つ
新
し
い
ご
み
焼
却
場
が
完
成
し

ロ

・
ま
し
た
が
、
毎
年
増
え
続
け
る
ゴ
ミ

の

∬
を
効
率
よ
く
処
理
す
る
に
は
、
や
は

一
り
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ゴ
ミ
を
出
さ

コ

‘
な
い
工
夫
と
共
に
、
次
の
よ
う
な
ゴ

、
ミ
処
理
の
ル
ー
ル
を
よ
く
守
っ
て
欲

ゆ

・
し
い
の
で
す
。

、
●
ゴ
ミ
を
出
す
場
合
、
指
定
さ
れ
た

ぼ

・
容
器
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ど

・
●
指
定
日
以
外
は
、
集
積
場
所
に
ゴ

冨
ミ
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ど

－
●
ゴ
ミ
は
集
め
る
日
の
朝
に
出
す
よ

年
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ぢ

π
●
可
燃
物
、
不
燃
物
を
区
分
し
て
く

一

　
だ
さ
い
。

叩、
　
誰
れ
だ
っ
て
汚
れ
た
も
の
を
手
に

ヨ

劃
し
た
く
な
い
の
は
同
じ
で
す
。
皆
さ

叩
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

‘

ロ
ー

　
　
よ
く
ル
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
っ
て

　
　
　
　
　
　
平
井
成
一
係
長

　
　
　
　
　
（
白
石
衛
生
セ
ン
タ
ー
）
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□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

　　　社会教育基本方針

教育体制の整備充実に努める、

然環境の保護活用と市民の芸

術文化活動の振興に努める。

努め、豊かな情操と住みよい

環境づくりをめざす市民性の

高揚に努める。

1　生涯教育に対応し得る社会

2　文化財・民俗芸能および自

3　市民の健康と体力の増強に
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□
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□

□

□

口

□
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□
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］
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臼

□

□

□

□

□

□

□

［コ

□

□

□

［コ

□

□

唖葬後 みんなで参

社

会

体

育

乳
幼
児
教
育

青
少
年
教
育

成
人
教
育

苫
術
文
化
財

事　　業　　名

学校体育施設利爾者懇談会
体力づくり指導者講習会

親子体力づくり旬間

ジュニア・ファミリーオリエ

ンテーリング大会
健康まつり球技大会

白石農業祭

少年スキー教室

社会教育推進大会

テレビ放送利用家庭教育学級

家庭教育相談事業

幼児教育研修会

子ども会成人指導者研修会
インリーダー研修会

ジュニアリーダー養成研修会

青少年グループサークル交流
会

自然に親しむ青少年のつどい

青少年団体指導者研修会

婦人ボランティア学級

婦人団体指導者研修会

P・T・Aの研修会

史跡のまち整備事業

県内文化財めぐり

文化財識寅会並びに民俗芸能
発表会

視聴覚教育
　（Dスライド技術研修会

（210・H・P投ロ央技挿f研修会

（3倣送利用研修会
14）V　T　R放送利用研修会
15116ミリ岡央写機操角…技循『講座

’ね
う い

学校体育施設の円滑な利用をはかる。

体力づくりの指導者を養成し地域において体力
づくりのリーダーとして活動ができるようにす
る。

体力づくり指導者等を中心として全市的に体力
づくり運動を展開する。

野外活動を通し、心身の健全な発達のためオリ

エンテーリングの普及、振興を図る。

地域において日常化を目標としているスポーツ
（ソフトボール・ビニルボール）を地区対抗戦
形式で行う。

農業従事者の健康増進、リクリエーションを目
的とする。

冬期間の代表的種目のスキーを通し、体力づく
りを目的として行う。

社会教育活動の普及振興をはかる。

テレビ視聴を中心として集団学習を深めながら

の勉強会。

幼児教育の充実をはかる

幼児教育の充実をはかる

成人指導の資質の向上をはかる。

子ども会のリーダーの養成をはかる。

子供会の直接指導者として中・高校生のボラン

ティァ養成をはかる。

膏少年グループ活動の充実とリーダーの養成を
はかる。

春秋の自然のなかで健康で楽しい野外活動を
通し心豊かな子供を育てる。

青少年の直接指導者としてのボランティァ養
成をはかる。

地域社会に役立つ実践活動

婦人グループ活動のリーダーの養成をはかる

P・T・A活動の健全化をはかる。

市内に存在する史跡や文化財を系統的に整備
し、保存、活用をはかる．

郷土史の理解、保護思想の普及をはかる
郷土の文化財の理解、保護思、悠の普及をはかる

／一一一

加しましょう

対 象

利用者代表
P・T・A関係者
社会教育関係者

委員、公民館関係者
全　市民

全　市民

地区代表チーム

農業従事者

小学校高学年

社会教育関係者

小学1　2年生の親

3歳児をもつ両親

幼児の親

一　　　般
単位子ども会々長
中・高校生

青　少　年

生学中イ

般

人
へ
A

　
　
T

婦
婦
P

市内史跡、文化財

般
般

般

期 臼

5月14日

6月28日

7月21日～7月31日

6月14日

8月2日

11月7日

57年2月

57年3月6日

6　月～　3月

9月13日

57年2月24日

　
日
日

　
【
」
0

日
2
3

6
～
～

－
日
日

目
り
2
8

6
2
ワ
］

　
月
月

　
7
7

8月15日

5月10日・10月18日

57年2月9日

5月～57年3月
　8月26日
　11月13日

5月～10月

6月12日
5月22日

日

4
　
日
日
日

　
日
日
　
　
4

1
　
　
　
　
5
Q
O

　
　
　
　
　
～

月
6
5
2
1
日

2
　
　
月
月

年
月
月
1
1
3

　
8
8
　
　
月

7
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
8

場 所

市　　役　　所

白石第一小体育館

各地区子供会

市内特設コース

臼　　石　　中

臼石中・市営球場

白石スキー場

市　　役　　所

市　　役　　所

市　　役　　所

市　民　会　館

館
家
家

　
　
の

会
の
然

　
年
自

民
轟

　
青
王

市
市
蔵

勤労青少年ホーム

市青少年の家

市　　役　　所

市　　役　　所
市　　役　　所
市　　役　　所

市

県
市 役

内

内
所

館
一
一
一
一
所

　
タ
タ
タ
タ

会
ン
ン
ン
ン

　
　
　
　
　
役

民
セ
セ
セ
セ

　
材
材
材
材

市
教
教
教
教
市

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

　今年度に市教育委員会が主催

する社会教育事業実施計画の主

な内容をお知らせします。

　この事業計画は、市民が健康

と体力の増強をはかることやさ

まざまな市民の学習活動に役立

ててもらうことを目指しています。

　あなたも気軽に参加してみま

せんか。

□

□

□

□

□

□

口
□
□

□

口

口

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□転

［コ

口

□

□

□

・轟＾捲口

　　□

□

□

□

□

□

□

□
□
□

□

口

□

□

、口

□

ロ
ロ

　　　　　　　　　　　　　　蝿□

□

　　　　灘

灘，欝．
□

□

□

□

□

□

□

□

口

・□

□

□

目

戸口

□

□

□

□

□

□

□

□
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地
籍
調
査
“
入
山
地
区
”
に

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
昭
和
五
十
五

年
度
か
ら
「
地
籍
調
査
」
を
実
施
し

皆
さ
ん
の
土
地
の
境
界
と
面
積
を
は

っ
き
り
さ
せ
て
、
正
し
い
地
図
と
縫
，

冊
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
皆
さ
ん
の
所
有
す

る
土
地
の
保
全
を
図
り
、
土
地
に
関

す
る
紛
争
の
防
止
、
税
負
担
の
公
平

化
や
公
共
事
業
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
事
業
計
画
の
作
成
に
活
用
で
き
、

臼
石
市
発
展
の
礎
と
な
り
ま
す
の
で
、

実
施
区
域
内
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
関
さ
ん
・
佐
藤
さ
ん

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
な
ど
の
手
続
き
を
し
た
が
役
所
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
な
ん
の
通
知
も
な
い
。
道
路
や
測

6

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら

地
籍
調
査
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
本
年
度
は
、
次
の
地
区
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
区
名
　
入
山
地
区
（
小
原
）

（
上
寒
成
山
・
弥
太
郎
山
・
入
山
・

小
松
山
・
根
尾
平
・
猿
萱
・
新
松
沢

の
七
区
域
1
η
げ
）
　
図
の
太
線
内

　
現
在
、
市
役
所
や
登
記
所
に
備
え

つ
け
ら
れ
て
い
る
土
地
台
帳
や
字
限

図
は
、
明
治
の
初
期
に
当
時
の
幼
稚

な
測
量
技
術
と
課
税
に
対
す
る
配
慮

に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
、
図
面
が

現
地
と
合
わ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
い
く
ら
台

帳
上
に
地
番
・
地
目
・
地
籍
・
所
有

者
が
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
私
た
ち

の
大
切
な
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

雛』纏翫瓢，　．襟総
壁」

飴
、
「
，
捌

ズ
　
’
㌦
象

小関さん佐藤さん

　
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
小
関
利

雄
さ
ん
、
佐
藤
三
雄
さ
ん
の
二
人
が

こ
の
ほ
ど
行
政
管
理
庁
官
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
の
仕
事
と
は
、
国

の
行
政
機
関
・
政
府
関
係
機
関
（
公

社
、
公
団
、
公
庫
な
ど
）
の
行
っ
て

い
る
仕
事
、
ま
た
は
県
・
市
町
村
な

ど
の
仕
事
に
つ
い
て
お
困
り
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
な
っ
と
く
が
い
か
な

い
こ
と
、
希
望
す
る
こ
と
な
ど
の
相

談
を
受
け
て
解
決
を
は
か
る
の
が
主

な
役
目
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
役
所
・
公
社
・
公
庫

な
ど
へ
手
続
き
し
た
い
が
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
恩
給
・
年

溝
が
破
損
し
た
り
、
交
通
安
全
施
設

が
な
く
て
危
険
で
あ
る
。
出
稼
ぎ
に

行
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
が
、
賃
金
も
休

業
補
償
も
も
ら
え
ず
困
っ
て
い
る
な

ど
の
と
き
、
相
談
相
手
に
な
っ
て
く

れ
ま
す
。

　
相
談
は
、
直
接
口
頭
で
な
さ
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
が
、
電
話
や

手
紙
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
秘
密
を
守
り
親
身
に
な
っ
て
お
世

話
を
し
て
く
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
相

談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
行
政
相
談
委
員
さ
ん
の
住
所
と
電

話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
O
小
関
利
雄

　
　
　
中
寺
前
67
－
2

　
　
　
雪
六
ー
二
一
〇
六

　
〇
佐
藤
一
一
一
雄

　
　
　
番
丁
1
0

　
　
　
費
五
ー
ニ
ニ
四
六

※
定
例
相
談
日
は
、
毎
月
1
5
日
（

当
日
日
曜
日
な
ど
の
場
合
は
鮒
日
）

※
場
所
は
、
市
役
所
二
階
　
第
二

会
議
室

騨農作業労働賃金
難

慨

る作業料金決ま

麟難
魑

　
曲
雁
業
一
蚕
§
’
奪
写

労
働
雷
λ
予
丁
望
口

を
、
ぞ
め
、
　
・
一
て
－
．

た
い
て
β
n
，
、
窯

準
賃
蓬
、
戸
崖
耗

｛乍　扉i　　　協　指　金　に

業いお議薮のあ
乏ノ、た．棒な士才一
注’、ノ）罰こ冒
　　㌧1！音謬～
　　　　　　　十

〈
注
意
事
項
〉

藍
一

セ
．
　
、
、

2

▽
一
日
労
働
時
間
を
八
時
間
と
し
、

　
八
時
問
を
越
す
場
合
は
、
一
時

　
問
に
つ
き
、
日
額
の
晒
一
8
を

　
加
算
の
こ
と
。

▽
す
べ
て
の
農
作
業
に
は
「
食
事

　
な
し
」
と
す
る
。

▽
地
形
、
天
候
な
ど
の
関
係
で
特

　
に
咋
業
困
難
な
場
合
、
燃
料
お

　
よ
び
農
業
資
材
な
ど
の
値
上
り

　
分
は
、
労
使
双
方
で
協
議
の
う

　
え
き
め
る
こ
と
。

▽
特
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
農
作

　
業
で
「
農
事
一
般
作
業
」
に
よ

　
り
が
た
い
場
合
は
、
そ
の
地
域

　
の
協
定
に
よ
る
賃
金
に
す
る
こ

　
と
。

金賃働労

荘藻準賃金1。テ＝、司　4，700

4，700
5，300
5，300
7，400
4，700
5，000
4，500
　900
　700

10アール
1　　　日

1　　日

10アール

旧アール

日

摘　　　要
耕うん機使用
　　〃
　男 女共
　男女共バィンダー刈取結束のみ

耕うん機使用
　　男
　　女

作業名
耕　．転
代かき
田　 植

稲刈り
請負稲刈り

耕　 紘

作業匿分

水
田
作
業

作業畑

一　般事農般
業作

玄米一俵
　（60kg）

く

り

こ

摺み

脱

も
整
業

調
作

大型農機具協定料金

婆摘
＼湿田、石の多い田、5アール未満の
8一～田、倒伏稲、、点在している

標準料金’一．．、鴎などの標準料金
位単要摘名作業

助
　
り
　
は
れ

補
　
当
　
し
そ

市
　
a
　
渡
を
。

へ
　
1
0
　
　
一
円
く

籾
　
は
・
タ
8
0
引

種
　
負
円
ン
り
し

、
）
請
0
セ
当
差

年
り
持
6
0
苗
箱
れ

今
あ
苗
ら
育
1
ぞ

　6，400
　6，100

　6，300
20，100
　7，200
　　630

　　　20
　5，300
　4，800
18，000

19，500

　8，300

5，300
4，800
5，000

189100
5，500

　　630

　　　20

5，300
4，800

16，000

17り500

7，300

10アール
　　　〃

〃

〃

　　　〃

1箱当り

　　　，F／

10アール
　　　〃

10アール

トラクター　プラウ（すき）

トラクター　口・一タリー

トラクター

機械植　苗持請負
機械植　苗別
育苗センター　渡し

育苗箱　洗い代
トラクター　プラウ（すき）

トラクター　口・一タリー

自脱型コンバィン

　〃　　（わら結束の場合）

ハーベスター

水田耕転

水田代かき

植田

耕紙
丈田

収穫作業

7



　
　
春
五
月
、
農
作
業
も
い
よ
い
よ
本
番
で
す
が
、
五
月

　
中
旬
ご
ろ
ま
で
は
、
早
朝
に
お
そ
霜
の
お
そ
れ
が
あ
り

　
ま
す
。
市
凍
霜
害
対
策
本
部
で
は
、
お
そ
霜
予
防
対
策

　
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

匿
子
亭

　
軟
弱
徒
長
苗
は
晩
霜
の
被
害
を
大

き
く
受
け
ま
す
の
で
丈
夫
な
苗
を
作

る
た
め
基
準
ど
お
り
の
育
苗
と
栽
培

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
育
苗
管
理
　
稚
苗
育
苗
で
は
温
度

管
理
に
注
意
し
、
晴
天
の
日
は
床
内

温
度
が
高
く
な
る
の
で
換
気
を
行
い
、

ま
た
乾
燥
害
を
起
さ
ぬ
よ
う
に
留
意

し
適
度
の
追
肥
を
も
組
合
わ
せ
て
健

苗
の
育
成
を
は
か
る
こ
と
。
中
苗
や

折
衷
苗
で
は
ビ
ニ
ー
ル
の
開
閉
と
水

管
理
に
よ
り
床
内
温
度
の
適
正
化
に

つ
と
め
、
特
に
高
温
時
の
徒
長
に
注

意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
降
霜
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
被
覆
水
管
理
を

確
実
に
行
い
防
止
に
つ
と
め
る
こ
と
。

②
本
田
初
期
の
管
理
　
基
準
の
健
苗

を
適
期
に
植
付
け
し
活
着
す
る
ま
で

は
深
水
と
し
て
生
育
の
促
進
を
は
か

る
こ
と
。

③
降
霜
害
の
技
術
対
策
　
育
苗
期
間

の
タ
チ
ガ
レ
に
液
剤
散
布
に
よ
り
生

育
の
促
進
と
病
害
の
発
生
を
お
さ
え

る
。
追
肥
は
生
育
回
復
後
に
行
い
減

し
、
新
梢
三
～
五
開
葉
の
こ
ろ
、
尿

素
価
警
液
の
表
面
散
布
を
行
い
春
蚕

使
用
後
は
、
株
上
げ
残
芽
伐
採
を
実

施
す
る
。
被
害
が
大
き
く
春
蚕
に
使

用
で
き
な
い
と
き
は
、
春
刈
時
に
三

十
仕
、
程
度
株
上
げ
伐
採
す
る
。
樹
勢

の
回
復
を
促
進
す
る
た
め
速
効
性
肥

料
を
追
肥
す
る
。

霜
対
策
の
た
め
重
油
、
古
タ
イ
ヤ
な

ど
を
燃
や
す
場
合
は
事
前
に
消
防
署

ま
で
電
話
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．
．

（
岱
五
！
二
二
五
九
）

量
使
用
の
こ
と
。
回
復
の
見
込
み
が

な
い
場
合
は
早
目
に
対
策
を
す
る
こ

と
。

畿
果
織

　
果
樹
の
凍
霜
害
危
険
温
度
は
種
類

品
種
に
よ
っ
て
異
な
る
が
リ
ン
ゴ
。

ナ
シ
・
桃
で
は
開
花
中
、
氷
点
下
二

度
の
低
温
が
三
十
分
か
ら
一
時
間
以

上
継
続
す
る
と
、
被
害
の
危
険
が
あ

り
ま
す
。
氷
点
下
一
度
に
降
下
し
た

ら
点
火
を
は
じ
め
る
が
危
険
温
度
よ

り
一
度
高
い
時
期
に
点
火
す
る
。
昇

温
資
材
と
し
て
は
、
重
油
燃
焼
が
一

般
的
に
使
用
さ
れ
る
が
、
せ
ん
定
枝
・

薪
・
も
み
が
ら
・
古
タ
イ
ヤ
な
ど
を

組
み
合
わ
せ
て
行
う
と
よ
い
。

蜜
桑

　
予
防
対
策
と
し
て
は
、
燃
煙
法
や

加
熱
法
が
効
果
的
で
す
が
、
凍
霜
害

を
受
け
や
す
い
桑
園
で
は
、
重
油
・

F
ヒ
ー
ト
・
古
タ
イ
ヤ
な
ど
の
燃
焼

物
を
事
前
に
準
備
し
て
お
く
。

　
被
害
を
受
け
た
場
合
は
、
軽
微
な

も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
か
枝
条

五
分
の
一
程
度
の
先
端
伐
採
を
実
施

〈
国
保
シ
リ
ー
ズ
2
〉

保
険
証
の
更
新
は

　
　
　
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
国
保
の
「
保
険
証
」
の
更
新
は
も

う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

今
年
四
月
一
日
か
ら
新
し
い
保
険
証

（
ピ
ン
ク
色
）
に
変
り
ま
し
た
。
ま

だ
、
交
換
し
て
い
な
い
方
は
、
古
い

保
険
証
を
持
参
し
、
市
保
険
課
で
更

新
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
あ
な
た
の
健
康
を

　
　
　
　
　
守
る
大
切
な
証
書

　
保
険
証
は
、
正
し
く
は
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
と
い
い
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
と
一
世
帯
に
一
枚

ず
つ
交
付
さ
れ
ま
す
。
保
険
証
は
国

保
の
被
保
険
者
で
あ
る
と
い
う
証
明

で
あ
り
、
同
時
に
お
医
者
さ
ん
の
診

療
を
受
け
る
と
き
の
診
察
券
の
役
目

を
果
た
す
も
の
で
す
。

　
保
険
証
な
し
で
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
と
医
療
費
は
全
額
自
費
と
な
り

ま
す
。
他
人
に
貸
し
た
り
、
借
り
た

り
、
治
療
が
終
っ
た
あ
と
病
院
に
預

け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
の
心
が
こ
も
っ
た
保
険
証

で
す
。
大
切
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

わ㌔

、
寮

秘
僅

鰻
、
麟
障
害
葦
」

　
《
目
の
不
自
由
な
人
に
対
し
て
》

ω
、
挨
拶
す
る
と
き
は
、
見
え
る
人
の

方
か
ら
先
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

次
い
で
握
手
を
し
て
く
だ
さ
い
。

図
、
目
の
不
自
由
な
入
の
中
に
は
、
全

盲
と
弱
視
の
入
が
い
て
、
お
手
伝
い

の
必
要
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ち
が
い
ま
す
。

㈹
、
街
角
で
白
い
杖
の
入
が
立
止
っ

て
考
え
二
ん
で
い
る
の
は
、
方
角
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き

に
多
い
姿
勢
で
す
。

　
方
角
や
場
所
を
教
え
て
あ
げ
る
と

き
は
、
左
、
右
、
前
、
後
と
か
、
何

歩
、
何
メ
ー
ト
ル
の
所
と
正
確
に
言

っ
て
く
だ
源
ご
い
。

ω
、
案
内
す
る
と
き
は
、
白
い
杖
の

反
対
側
に
立
っ
て
腕
を
貸
し
、
見
え

な
い
人
の
半
歩
前
を
歩
き
ま
す
。

　
白
い
杖
は
見
え
な
い
入
の
眼
で
す

か
ら
、
そ
れ
を
持
つ
手
を
つ
か
ん
だ

り
、
引
い
た
リ
、
押
し
た
り
す
る
こ

と
は
厳
禁
で
す
。

㈲
、
階
段
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、

上
が
る
か
下
り
る
か
を
は
っ
き
り
と

説
明
す
る
二
と
が
大
切
で
す
。

㈲
、
お
茶
や
食
事
の
と
き
は
、
最
初

並
べ
ら
れ
た
食
器
な
ど
の
位
置
と
内

容
を
小
声
で
は
っ
き
り
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。
入
に
よ
っ
て
は
、
手
で
触
れ

て
確
認
す
る
お
手
伝
い
も
必
要
で
す
。

8

市内8番目の保育園完成

　　O一白川保育園

灘灘囎灘難

クリーム色のモダンな新庁舎

　　　　　○一白石消防署

　市内8番目の白川保育園がこのほど完成し、4月8

日に入園式が行なわれました。

　白川小学校北側に建設、総工費1億9千万円。鉄筋

コンクリート造平家建（床面積486．43平方メートル）。

60入収容の規模で、内部は幼児室2つのほかに、乳児

室・事務室と調理室を配備し、屋外には園児が楽しく

遊べるジャングルジムなどの遊具が備えてあります。

　今年は、1歳児から5歳児までの計52人でスタート

しました。

’津

躍霧霧1騒翻藤翻
　仙南広域消防本部白石消防署の新庁舎がこのほど完

成しました。

　揚所は、白石郵便局となりの大味跡地。工費1億2，

300万円で昨年10月に着工した。鉄筋コンクリート造

り2階・建、延べ830・75平方メートル。1階は通信室、

車庫、器材庫器材室。2階は事務室、厚生仮眠室、訓

練塔などが整備されています。

ひと休み運動

○一春の交通安全運動
春の消防演習
O一白石市消防団

　今年の春の交通安全運動は4月6日から15日までの

10日間行なわれました，安全週間最終日の15日、交通

安全協会（会長大野十太郎さん）と同母の会（主催に

よる「ひと休み運動」が白石インターチェンジ出口の

ところで行なわれ、道路を走るドモイバーに安全運転

を呼ぴかけました。これは、高速道路を走ってきたド

ライバーに“飲み物4をくばり、疲れをいやして安全

運転につとめてもらおうとするのがねらい。

　白石市消防団〔上西礼二団長・700入）の春の消

防演習が4月5日、8時30分から白石第一小学校グラ

ンドで行なわれました。

　8分団560人と、小型動力車32台、ポンプ車2台が

参加。関谷市長、上西団長がそれぞれ告辞、訓示。各

功労者・団体への表彰伝達の後練習に入り、服装、機

械器具の点検、ポンプ操法などと取り組んだ。午後か

らはアツギ工場うらの白石川河原で実地放水が行なわ

れ、本番に備えていた。

蕩
、

激餐
盤、

聯
蝶

辮
。
　
高
‘

・
彦
唯

啄
涜
鞭

。
瀞

篤
麩　鵜

懸繋
陵　　 巧

瑳
”

羅
欝
簸

ゆザアす
庭、膨

漣
、煮

耀欝閣
ハ
7



戸
籍
ア
ラ
カ
ル
ト
②

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
出
生
届
…

　
㈹
　
子
ど
も
の
出
生
届
は
、
何
日

以
内
に
す
る
の
か
。
ま
た
、
ど
ん
な

書
類
を
揃
え
て
届
出
る
の
で
す
か
。

　
闇
　
①
届
出
の
期
間
　
出
生
の
日

か
ら
十
四
日
以
内
に
（
十
四
日
目
が

日
曜
日
か
祝
祭
日
の
と
き
は
そ
の
翌

日
ま
で
）
ぴ
し
、
十
四
日
以
内
に
届
出

な
い
と
三
万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ

ら
れ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
届
出
す
る
人
　
父
ま
た
は
母
（
父

母
が
と
も
に
届
出
で
き
な
い
と
き
は
、

同
居
の
人
）
が
届
出
す
る
人
で
す
。

③
届
出
先
　
生
れ
た
市
町
村
役
場
、

ま
た
は
本
籍
地
か
住
所
地
の
市
町
村

役
場
に
届
け
ま
す
。

④
届
書
枚
数
　
届
出
地
が
本
籍
地
の

と
き
は
一
通
、
本
籍
地
で
な
い
と
き

は
二
通
必
要
で
す
。

⑤
添
付
書
類
　
医
師
ま
た
は
助
産
婦

の
証
明
書
（
出
生
届
出
紙
に
印
刷
さ

れ
て
い
る
）
が
必
要
で
す
。

⑥
出
生
届
の
と
き
持
参
す
る
も
の

印
鑑
・
母
子
健
康
手
帳
・
国
民
健
康

保
険
証
（
社
会
保
険
に
加
入
の
方
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
）
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
出
生
届
の
用
紙
は
、
市
役
所
市
民

課
の
窓
口
か
、
各
出
張
所
、

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

各
医
院

D＠欄概爾襯句

の

齢
蕪
難
欝
識
陥
購
纏

字
の
中
か
ら
選
び
、
片
仮
名
ま
た
は
似シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愈
9
準
地
の
公
示
価
格
を
こ
の
ほ
ど
発
表

平
仮
名
（
変
体
仮
名
は
除
く
）
を
用
鋤
し
ま
し
た
。

い
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
σシ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卸
9
　
こ
の
価
格
は
、
正
常
価
格
と
呼
ば

　
二
、
文
字
で
な
い
符
号
や
ロ
ー
マ
a
｝
れ
る
も
の
で
・
売
り
手
に
も
買
い
手

字
な
ど
の
外
国
峯
は
禁
止
さ
れ
て
鷲
も
か
た
よ
宴
い
適
正
藷
格
を

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔚
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
三
、
同
一
戸
籍
内
で
同
　
の
名
を
δ
9
　
市
内
で
は
・
下
記
の
三
地
点
の
標

つ
け
る
こ
と
は
．
音
訓
を
か
え
て
轟
準
些
平
方
f
－
ル
あ
言
雲

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
勧
喜
示
価
格
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
四
、
戸
籍
の
氏
名
欄
記
載
の
氏
名
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㏄
　
な
お
、
全
国
の
標
準
地
の
公
示
価

鐸
誰
蕪
耀
は
申
∞
㎜
購
鯉
輪
講
譲

　
く
わ
し
く
は
市
戸
籍
係
に
お
た
す
卵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
犯
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

ね
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い

三地点発表

5－1は商業地※白石一1，一2は住宅地標準地公示価格

白石駅からの

離距

周辺の土地利用の現況変動率
王m～当り価格

55．1．三56。1．1

標準地の所在

1．3km一般住宅が多い住宅地域

％

8．6

円

25．700

円

27，900

白石一1

字南寺前16－1

1．4km一般住宅が多い住宅地域8，618．70020，300

白石一2

字花見平22－27

200m

中低層の小売店舗が建ち並

ぶ商業地域5．089，80094，300

白石5－1

字本町104－4

ノ0

か
レ
指譜

費
考

デ
豊
毅
轟
分
を

　
　
、
躍
認
し
．

　
綿
な
ど
の
天
然
繊
維
か
ら
ビ
ニ
ロ

ン
な
ど
の
合
成
繊
維
ま
で
、
わ
た
し

た
ち
の
身
の
回
り
に
は
た
く
さ
ん
の

繊
維
を
使
用
し
た
製
品
が
出
回
っ
て

い
ま
す
。
繊
維
に
は
そ
れ
ぞ
れ
長
所

と
短
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
取
り
扱

い
を
誤
る
と
、
せ
っ
か
く
買
っ
た
も

の
も
ダ
メ
に
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
部
分
の
繊
維
製
品
は
、
家
庭
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

品
品
質
表
示
法
に
基
づ
い
て
、
次
の

よ
う
な
表
示
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
手
な
お
買
い
物
を
す
る
た
め
に
、

品
質
表
示
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
〈
繊
維
の
組
成
V

　
繊
維
の
名
称
と
、
そ
の
〃
混
用
率
〃

と
が
あ
わ
せ
て
表
示
さ
れ
．
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
「
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
六
五

％
、
綿
三
五
％
」
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。
繊
維
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
目
的
に
合
っ

た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
〈
収
縮
性
〉

　
敷
布
や
カ
ー
テ
ン
、
ふ
と
ん
カ
バ

ー
、
毛
布
カ
バ
ー
な
ど
に
つ
い
て
は
、

洗
た
く
し
た
と
き
の
縮
み
具
合
の
目

安
に
な
る
よ
う
、
た
て
・
よ
こ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
収
縮
率
が
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
お
買
い
に
な
る
と
き
は
、
こ
の
縮

み
を
計
算
に
入
れ
る
こ
と
を
お
忘
れ

パ
ン
食
向
け
の

　
　
　
　
　
揚
げ
卵

　
【
材
料
】
　
（
一
人
分
）

　
卵
．
一
～
二
個
、
揚
げ
油
、
ト
マ
ト

ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
パ
セ
リ
。
添
え
も
の

同
椎
茸
の
ソ
テ
ー
、
グ
リ
ー
ン
ア
ス

パ
ラ
、
人
参
の
グ
ラ
ッ
セ

　
【
作
り
方
】

①
小
さ
な
鍋
に
揚
げ
油
を
5
C
位
入

　
れ
中
火
に
か
け
て
お
く
。

な
く
。

　
〈
難
燃
性
〉

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
が
カ
ー

テ
ン
や
パ
イ
ル
の
あ
る
床
敷
物
に
燃

え
移
っ
て
火
事
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
燃
え
に
く
い
カ
ー
テ

ン
と
パ
イ
ル
の
あ
る
床
敷
物
に
つ
い

て
は
「
難
燃
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
「
難
燃
」
と
は
い
え
、
燃

え
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く

ま
で
も
“
燃
え
難
い
”
と
い
う
こ
と

で
す
か
ら
、
ご
注
意
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
，
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
憂

　
　
　
　
　
つ
暢

②
油
が
熱
く
な
っ
た
ら
（
照
）
、
卵

　
一
個
を
静
か
に
割
り
入
れ
、
箸

　
か
フ
ォ
ー
ク
で
卵
黄
を
お
う
よ

　
う
に
浮
い
て
く
る
ま
で
揚
げ
油

　
を
充
分
切
る
。

③
揚
げ
た
て
の
熱
い
卵
を
皿
に
盛

　
り
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
か

　
け
色
ど
り
に
パ
セ
リ
を
添
え
る
。

④
添
え
も
の
に
椎
茸
の
ソ
テ
ー
と

　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
を
加
え
る
。

　
人
参
の
グ
ラ
ッ
セ
も
よ
い
。

臼石市

考

昭和56年4月8日消費生活モニター小売価格調査結果
備対前月価格比

上昇品目：バター、小

　麦粉、ラソブ、理髪料

　（4品目）

下降品目：砂糖、天ぷ

　ら享由、食バン、マーガ

　リン、カレーライス、

　7一｛ソシュヘーノマー、

　ハーマネント料、ゴロ

　ヘ ンガス18品目）

横ばい品目：しょう油、

　即席ラーメン、灯油

　（3品目）

　　　％

97．6
円
7△

1001

平均魑

　　円

　297

　557

最懸鰹

　　円

　268

最高値

　　円

　350

規格銘柄名晶

530600

97．0
102

101

103

△　17

　　　　5

△　　2

　　　11

551

200

135

361

520

175

120

348

600

240

150

380

o676270

上白糖　　　　　　1kg

本醸造　　　　濃口2ぞ去級
　　一　　　　（ビン代邑）

1，6509　　　（1，8の
薄力粉　　　一等級　1kg

並食　　　　　　1斤
カルトン入り　2259　1ケ

J　AS　　中華めん　　1ケ

糖1．砂

2．しょう油

3．天ぷら油
4．小　麦　粉
5．食　パ　ン
6、バ　タ　ー
7．即席ラーメン

9∈｝，o9
』△204180250

97．5

11｝3

96．7

10△

6
5△

390

196

147

350

140

125

400

230

180

101171．2421．1001，300

98△　954，8334、0006、000

99．2△　20
　　　　　0

2，538

1、398

2，400

1．350

2，650

1，440

　　　　　　カルトン入り
ソフト225g
　　　　　　　　　　lケ

　　　並　　一皿

幅30cm　長さ20m　　　1巻

400枚（200組）　　紙箱入り

　　　　　　　　〔洗髪含｝
小学生調髪
　　　　　　　　　　一回

コールド
（ショートカット、セット含）

　　5㎡

　　18召　（配達料込み）

、
／リガ「マ8

9．カレーライス
10．ラ　 ッ　 プ

11．ティッシュペーパー

12．理髪料
13．パーマネント料

14。プロパンガス

15，灯　　　油
ノ／
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登市

場民

　
「
毎
日
、
子
ど
も
に
教
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
っ
て
」
と
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
戸
惑
い
気
味
に
話
し
て
く
れ
る
佐

藤
さ
ん
。
こ
の
春
、
宮
城
教
育
大
学

を
出
て
、
福
岡
小
学
校
長
峯
分
校
に

　
　
　
　
韓

児
童
の
よ
き
理
解
者
に

州I i

佐
藤
喜
江
子
さ
ん

顧

　
　
　
躯

，
ノ
夢
憂

灘
鰯

孤

　
着
任
し
て
き
ま
し
た
。
同
分
校
に
若

　
い
女
の
先
生
が
や
っ
て
き
た
の
は
初

　
め
て
の
こ
と
と
か
。

　
　
大
学
時
代
の
教
育
実
習
を
と
う
し

　
て
す
っ
か
り
教
師
と
い
う
仕
事
に
や

毎
り
甲
斐
を
感
じ
た
と
い
う
の
が
、
こ

　
の
道
を
選
ん
だ
動
機
と
い
う
。
で
も

、
い
ま
、
三
、
四
年
生
七
名
を
受
け
持

　
ち
、
教
え
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
、

　
複
式
学
級
の
む
ず
か
し
さ
を
し
み
じ

　
み
と
感
し
る
と
い
う
。

　
　
子
ど
も
は
、
親
の
大
切
な
宝
物
で

　
す
か
ら
預
る
者
と
し
て
、
子
ど
も
の

　
幸
せ
を
考
え
て
、
あ
る
時
は
き
び
し

　
く
、
あ
る
時
は
や
さ
し
い
、
よ
き
理

　
解
者
で
あ
る
、
そ
う
い
う
先
生
を
め

　
ざ
し
て
ー
と
フ
ァ
ィ
ト
満
々
。

　
　
趣
味
は
剣
道
、
二
段
の
腕
前
と
い

　
う
。
仙
台
市
出
身
。

　
白
石
地
方
の
地
名
で
最
も
古
い

の
は
刈
田
と
い
う
名
で
、
奈
良
時

代
の
養
老
五
年
（
七
二
一
）
に
柴

田
郡
の
南
を
さ
い
て
刈
田
郡
を
設

け
た
と
当
時
の
史
書
に
書
い
て
あ

る
。
そ
れ
か
ら
五
十
年
後
の
宝
亀

四
年
に
刈
田
嶺
神
に
朝
廷
か
ら
神

封
二
戸
を
献
じ
た
と
も
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
後
、
刈
田
嶺
神
に
神
位

を
贈
っ
た
と

力
　
刈
田
郡

に
駅
舎
を
置

き
伝
馬
を
常

備
し
た
な
ど

と
い
う
記
録

が
古
書
に
あ

る
。
だ
が
刈

田
と
い
う
言

葉
の
意
昧
は

わ
か
ら
な
い
。

ア
イ
ヌ
語
「
カ

ル
タ
イ
」
（
凸

凹
の
岡
の
こ

と
）

が
、

レレコ地名ア

①

　
　
か
ら
な
ま
っ
た
の
だ
と
い
う

　
　
い
ず
れ
に
せ
よ
当
時
の
住
民

に
ょ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
読
み
は
本
来
カ
リ
タ
と
呼

ん
だ
ら
し
い
。
大
同
類
聚
方
と
い

う
書
物
に
刈
田
嶺
神
に
伝
わ
る
霊

楽
に
迦
理
陀
薬
と
い
う
の
が
あ
り
、

桃
の
葉
で
作
り
利
尿
解
熱
に
効
能

が
あ
る
と
し
て
あ
る
の
で
も
わ
か

る
。
漢
字
で
葛
太
と
か
苅
田
と
書

く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
カ
ッ
タ
と

読
む
よ
う
に
な
っ
た
。
深
谷
と
宮

の
境
、
青
麻
山
は
大
刈
田
嶺
と
い

い
秀
麗
な
姿
な
の
で
、
昔
か
ら
刈

田
嶺
神
の
宿
る
山
と
さ
れ
、
人
々

か
ら
崇
拝
さ
れ
て
き
た
。
青
麻
山

の
裾
を
流
れ
る
白
石
川
に
飛
来
す

　
　
　
　
　
　
る
臼
鳥
は
刈
田
嶺

　
　
　
　
　
　
神
の
お
使
い
姫
で

　
　
　
　
　
　
も
あ
っ
た
。
ヤ
マ

　
　
　
　
　
　
ト
タ
ケ
ル
の
妃
が

　
　
　
　
　
　
都
に
去
っ
た
あ
と

田
　
　
　
　
　
　
ミ
コ
ト
を
慕
つ
て

　
　
　
　
　
　
身
を
川
に
投
げ
白

　
　
　
　
　
　
鳥
に
化
し
て
飛
び

リメ
う
に
な
っ
た
の
は
平
安
時
代
、

行
上
人
と
い
う
修
験
者
が
南
大
和

の
吉
野
大
峯
か
ら
蔵
王
権
現
の
分

霊
を
刈
田
岳
山
頂
に
杷
た
た
め
つ

い
た
と
い
う
。
自
石
の
歴
史
は
刈

田
岳
か
ら
始
ま
り
東
南
の
平
担
地

に
ひ
ろ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
（
市

史
編
さ
ん
室
）

去
っ
た
と
　
つ
児

捨
川
伝
説
は
広
く

知
ら
れ
て
い
る
。

刈
田
岳
を
主
峰
と

す
る
山
々
が
蔵
王

山
と
呼
ば
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
鵬
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イ
ド
ル

アの家がわ

　菅野　美穂ちゃん（柳町）

敬二さん、玲子さんの長女

ママからひとこと

”健康で明るく、みんなに愛され

る女の子に育って欲しい。”

「ふくろうのいる森」

浅野高衛（第二小6年

のしわた

ケッサク

「へちま」

八　島　さおり（大鷹沢小4年

宿
　
属

㎜
辮
窯
　
薔

歌

壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
『
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

股
兵
三
選

○
余
寒
な
お
残
れ
る
庭
に
水
仙
の
青
き
芽
伸
び
て

　
土
を
押
し
あ
ぐ
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子

○
枯
れ
枝
に
黒
く
群
な
す
椋
鳥
の
終
日
暗
け
り
小
春

　
日
和
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
秀
代

○
さ
び
し
さ
の
し
き
り
に
わ
く
日
街
に
出
て
三
色
す

　
み
れ
の
小
鉢
求
め
ぬ
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

O
医
療
費
の
足
し
に
と
始
め
し
内
職
を
妻
も
き
ほ
ひ

　
て
み
か
ん
の
皮
剥
ぐ
　
　
　
　
村
上
　
要
二

〇
つ
が
い
き
て
餌
を
あ
さ
り
ぬ
ゆ
り
鴎
川
面
を
か
す

　
め
ゆ
る
や
か
に
飛
ぶ
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

〇
異
国
で
の
息
子
の
安
否
に
あ
け
く
れ
て
常
春
の
地

を
思
ひ
出
し
を
り
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

○
牡
丹
雪
を
踏
み
て
歩
め
ば
靴
裏
に
そ
こ
は
か
と
な

を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報
係

（
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

　
く
春
を
感
じ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

○
雪
柳
に
ア
ヤ
メ
も
活
け
て
つ
つ
ま
し
く
紫
匂
う
駅

　
の
構
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

○
春
の
陽
を
あ
び
て
歩
め
る
幼
児
を
見
守
る
若
き
母

　
の
瞳
や
さ
し
き
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

O
結
い
あ
げ
し
病
後
の
髪
の
長
々
と
庭
に
立
ち
い
で

　
土
の
香
を
か
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
歌
子

O
流
れ
ゆ
く
水
も
温
み
て
春
風
に
川
辺
の
柳
緑
な
び

　
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

○
毛
糸
編
む
老
い
た
る
姑
は
時
折
に
眼
鏡
ふ
き
つ
つ

　
手
を
休
め
居
る
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

O
太
陽
の
光
久
々
輝
き
て
芽
立
ち
し
草
に
心
や
す
ら

　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

〇
祖
父
の
眠
る
墓
原
に
来
て
香
を
焚
く
日
向
の
木
瓜

　
の
は
や
咲
き
初
め
ぬ
　
　
．
　
　
柴
内
　
矩
子

○
久
々
に
来
た
り
し
川
原
は
冬
枯
れ
て
な
び
き
し
ま

　
ま
の
葦
の
一
群
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

俳
壇
鈴
木
喜
一
選

観
梅
の
野
照
の
席
や
風
光
る
　
　
　
　
青
木
　
良
子

春
寒
く
湯
上
り
の
子
を
抱
き
し
め
し
　
鈴
木
　
民
子

冬
の
夜
の
熱
き
お
で
ん
に
柚
子
香
る
　
高
橋
和
歌
子

臼
酒
に
酔
ひ
つ
つ
は
ず
む
雛
の
宵
　
　
川
村
　
静
恵

し
ん
し
ん
と
降
り
積
む
雪
に
一
人
住
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子

騎
り
ゐ
て
ま
だ
か
た
か
り
し
犬
ふ
ぐ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
捨
女

大
風
の
吹
き
て
堤
に
雪
煙

朝
霧
の
流
れ
ふ
く
ら
む
猫
柳

初
節
句
紙
に
包
み
し
桃
の
枝

夕
映
え
に
雪
の
嶺
光
る
蔵
王
山

ひ
と
と
き
を
子
と
語
り
あ
い
雛
の
宵

ラ
ン
ド
セ
ル
鳴
ら
し
て
来
る
子
梅
日
和

ネ
コ
柳
芽
吹
き
白
鳥
去
り
に
け
り

古
雛
に
一
つ
一
つ
の
思
い
出
を

木
立
影
延
び
春
め
け
る
ゲ
レ
ン
デ
に

橋
本
　
秀
代

遠
藤
　
省
三

阿
部
み
さ
子

赤
柄
　
吉
治

小
野
嘉
津
子

大
庭
　
良
子

高
橋
千
代
子

佐
藤
　
春
子

久
須
見
南
斗

／3
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圃少年の船・青年の船

　　　に乗ってみませんか

　宮城県では、昭和56年度第9回

　「宮城県青年の船」の団員を募集

しています。研修期間は、8月19

日から9月1日までの14日間。訪

問先は、中国（上海、蘇州）と沖縄

県です。参加費用は19万4，000円。

応募資格は、市内在住の20歳から

30歳未満の方です。参加希望の方

は、5月15日まで市教育委員会社

会教育係（内線411）に申し込ん

で’ください。

　また、宮城県では昭和56年度第

2回「宮城県少年の船」の団員を
募集します。研修期間は、’8月15

日から8月19日までの5日間。訪

問先は、富士山、三保文化ランド、

東海大学人体科学博物館、登呂遺

跡などです。参加費用は4万7，000

円。応募資格は、市内小学校在学

5、6年生です。参加ご希望の方

は、県庁内青少年課（ao222－63

－2111）に申し込んでください。

■ユース・ホステル会員募集

　ユース・ホステルは、若い人が

楽しく安心して旅行できる宿泊施

設です。会員規則を守れる満4歳

以上の人なら、だれでも会員にな

れますのでご利用ください。

　くわしくは、教育委員会社会教

育課（内線411）までどうぞ。

　■ママさんテニス教室

　　　　　会員募集
　　白石庭球協会（千葉富弥会長）

　では、ママさんテニス（軟式）教

　室の会員を募集しています。

　　テニス教室では、水・金曜日の

　週2回市営コートで練習をしてい

　ます。会費は1年間1，500円（テニス

　シューズとラケットは各自持参）。

ノ5

市内の方なら、どなたでも参加で

きます。参加ご希望の方は千葉富

弥さん（a6－3040）に申し
込んでください。

印

但しー鵬

磨消費者の1日講座

　　　　　受講生募集
　最近、多種多様な化粧占目が販売

されていますが、それに伴って化

粧かぶれなど化粧品による被害も

増えています。市では、化粧品に

ついての正しい知識を持っていた

だくため消費者の1日講座を開き

ます。

〉日時　5月22日（金）午前9時

　30分から午後0時30分まで。

レ会場　市役所4階　大会議室

〉主な内容　講話、リピットメー

　ターテスト、肌の性質、映画。

〉募集人員　50人

レ申込み市民課消費生活相談

　係（内線162）までどうぞ。

■「白石川の歌」

　　　　を募集します
　臼石青年会議所では、「母なる白

石川」の清流とその周辺の自然を

守る意識を深めるため、白石川の

歌を募集します。

〉応募規定

○歌詞には曲をつけてください。

　数名での合f乍も結構です。なお、

　歌詞のみの応募も可。

○応募作品には、1点ごとに住所・

　氏名・年齢・学校名・職業・電

　話番号を明記してください。ま

　た、各種団体・サークル等に加

　入している方は、その名称を記

　入してください。

o入選作品の著作権および版権は、

　青年会議所に帰属します。

◎しめきり　56年6月30日

◎送り先　〒989－02福岡長袋字

　中河原25－3　白石青年会議所

　「白石川の歌募集」係

　くわしくは、柴田利雄さん（君

　5－2544）までどうぞ。

嗣学校体育施設利用

　　　説　明　会

　年々、スポーツを楽しむ市民が

増えています。市では、スポーッ

愛好者のために市内各小中学校の

体育施設を開放して、ご利用いた

だいています。体育施設を利用す

る場合は、登録が必要です。市で

は、56年度の始めにあたり、登録

の手続き（更新も含む）について

次のとおり説明会を行ないます。

〉日時　5月14日（木）

　　　午後6時30分より
〉会場　市役所4階　大会議室

　くわしくは、教育委員会社会教

育課（内線411）までどうぞ。

■文化財講演会
　教育委員会主催による第1回目

の文化財講演会を開催いたします。

〉日時　5月22日⑨午後1時30分

〉会場　市役所4階　大会議室

〉講師　文化財保護委員長

　　　中橋彰吾先生
〉演題　　「史跡のまち白石につい

　　　て」

■史跡名勝地めぐり

　中央公民館では文化財の理解と

保護思想の普及を図るため、　次

の要領で史跡名勝地めぐりを開催

します。皆さんの参加をお待ちし

ております。

〉期日　5月17日（日）

レ集合場所及び時間　中央公民館

　　　　午前8時40分

〉参加費　1人2，500円

レ募集定員　50名

〉見学場所　笹谷峠新トンネルー

　　　　山形一米沢など。

　くわしくは、中央公民館（奮6

－2453）までどうぞ。
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・

　　　　圃同羅曲圃曹
新緑と花の南蔵王山開きの会貝を募集しています。

〉日時　5月23目U二1～24日旧）

白石駅前観光案内所前午後4時20分集合
〉募集人員　白石班20名
〉会費　4，500円

〉携行品　雨具、水筒、着替え
〉申込み　5月13日（水〉まで会費を添えて，駅前観光案内所

へo

　くわしくは、商工観光課（内線201）までどうぞ。

　　回隙圓自臼皐認愈奏自
　ことしは「国際障害者年」。市では、国際障害者年の運

動を幅広く強力に展開するため記念大会を行ないます。
障害者および関係者、一般市民のみなさんのご参加をお
侍ちしています。

［＞日時　5月24日旧1午前9時より
〉会場　市民会館大ホール
〉講師　参議院議員八代英太氏
Q演題　　「福祉のま．ちづくりと福祉の心」　　一国際障

　　　害者年がめざすもの一
つアトラ、、クうヨン・第一部～白石陽光園…演劇（笠地蔵）、

　　　第2部～八代英太氏による演芸
○補装具展示会（市民会館第一集会所）
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市役所の所在地
白石市寧桜」路35

〒989－02　費5－2111｛代表）

週民年金）
　》現況届を忘れずに

　　今月は、国民年金の老齢年金・

　通算老齢年金を除いた、障害年金・

　母子年金などを受けている方が

　　「現況届」を提出する月古す。

　　　「現況届」は毎年5月に、引き

　続き年金が受けられるかどうかを

　調べる大切なものです。も℃、提

　出しなかったり遅れたりしますと、

　年金の支給が止まったり、遅れた

　りすることがありますから、必ず

　5月末日まで提出してください。

　　現況届の用紙は、市民課国民年

　金係から送られます。なお、55年

　6月1日以降に年金を受けはじめ

　た方は、今回は提出する必要はあ

　りません。

　》年金受給者が亡くなったときは

　　すみやかに届出を

　　国民年金の老齢年金、通算老齢

　年金を受けている人が亡くなった

　ときは、死亡した日から14日以内

　に「国民年金老齢・通算老齢年金

　受給権者死亡届」に国民年金証書

　を添えて市民課国民年金係、また

　は各出張所に提出することになっ

　ています。年金は死亡した月まで

　受けられますが、この届出を遅れ

　て提出されますと、死亡した月以

　降の年金が社会保険庁業務課から

　送金されてしまい、この年金を受

　けた場合は返納金としてかえして

17

いただくことになります。

　一度年金を受けると、金額によ

っては返納することが大変なだけ

でなく、その手続きもめんどうに

なります。また、年金を受けない

で死亡した場合は、死亡届と同時

に「国民年金未支給老齢・通算老

齢年金支給請求書」を提出して、遺

族の方が受けることになります。

　このようなことから、年金受給

者が亡くなった場合にはすみやか

に死亡届等を提出しましょう。な

お、死亡の届出をする方は、戸籍

法に定められている、死亡した人

と同居していた親族やその他の同

居者などの方です。

税の窓ロ
〉自動車税の納期5月末日まで

　本年度の自動車税は5月31日が

納期限となっていますので、お忘

れなく納期内に納入してください。

　なお、納税通知書は5月15日に

郵送します。

〉自動車税の免税申講

　身体に障害があるために自動車

税の免除を受けられる方は、毎年

4月1日から5月24日まで免除申

請書の提出が必要なので期限まで

に必ず手続きをしてください。

　なお、不明な点がありましたら

大河原県税事務所までどうぞ。

a大河原3－3111内線4～7

ズヂハハ　　　　　　　　　　ハ　　ヨ

小作料の標準額

、の改　正
　標準小作料が4月1日から次の

ように改正しました（下表参照〉。

　小作料関係のことについて、昨

年12月号でお知らせいたしました

が・今までの統制小作料は廃止と

なり、この標準小作料が小作料を

．きめる基準となります。これによ

って、小作契約を改める必要のあ

る方と、農業委員会の承認を得て

小作料として定額の金銭に代えて

支払われる物について決める方は、

この標準小作料を参考にして1だ
さい，⊃

　くわしくは、農業委員会事務局

（内線211）までどうぞ。

　　　標準小作料
1）田の部　　　単位：ma・1iり／円

農地区分
上

中

下

農地区分
上

中

下

改正前の標準額

29，000
25，500
22，000

改正後の標準額

35，000
31，000
27，000

2）畑の部　　　単位：10a・llり／円

農地区分
上

中

下

農地区分
上

中

下

改正前の標準額

18，000
14，000

9，000
改正後の標準額

20，000
16，000
10，0α0

納税通知書の変更

　市では、54年度から軽自動車税・

国民健康保険税・国民年金保険料・

住宅使用料の納税（入）通知書を

電算処理用に変更しましたが、56

年度から市県民税・固定資産税・

都市計画税の納税通知書も電算処

理用となりますので、次のことに

注意し各納期限まで納入されます

ようご協力願います。

　●通知書を折らないこと

　●通知書を汚さないこと（しみ

　　等をつけない）

幼稚園保育料

　　の改正
　幼稚園保育料が昭和56

年度より月額2，500円か

ら3，000円に改正されま
した。

官公庁だより

　身障者手帳（1級、または2級）

をお』持ちの方で、56年3月31日現

在満6歳以上の方に、「青い鳥ハ

ガキ」をお1人につき20枚差し上

でております。ご希望の方は、5

月3！日まで手帳を持参のうえ郵便

局にお申し出てください。

　くわしくは、白石郵便局（費5

－2743）まで、どうぞ。

　税務署長の行った更正、決定や

差押えなどの処分について、納得

がいかない方のために、税務署長

に対する「異議申立て」や国税不

服審判所長に対する「審査請求」

などの制度があるのをごぞんじで

すか。

　異議申立てや審査請求は、手続

が簡単で費用もかかりません。

　○仙台国税不服審判所

　　仙台市本町3－11－23

　　〒980雪仙台21－7561

　　　　　　　設立準備委員会　　基金とし、財団法人「犯罪被害救

　一育英事業募金に協力を一

〇基金設立の趣意は一

　通り魔殺人や爆弾事件などの凶

悪犯罪によ1）、死亡し、あるいは

大ケガを負った被害者の子弟は、

毎年140人から150人にも達して

おり、その多くは親や保護者を失

い、かつ経済的にも恵まれないと

いう理由から、就学が困難な実情

にあります。このように、気の毒

援基金」を設立し、犯罪被害遺児の

就学援助を行おうとするものです。

○事業内容は一

　犯罪被害遺児に対し、学資の給

与、その他育英事業を行います。

o募金の受け付け一

　この募金については、4月1日

から6月末日まで最寄の警察署が

窓口となって受け付けてお1）ます。

5饗第1吊碑消
主母

　春の伝染病予防と害虫駆除のた

め下記の日程で全市一斉消毒を実

施いたします。

※注意事項

（1）火気のある所では使用しない。

　また、食器・飼料・おもちゃな

　どにかけないこと。

（2）消毒に従事される方は必ず「マ

　スク、ゴム手袋など」を用いる

　こと。

（3）作業終了後は、石鹸水で顔・手・

　足などをよく洗うこと。

月　臼

5／17

18

19

20

21

22

23

24

25

蓬日

日

月

火

くオ

木

金

土

日

月

地　区

自　石

福　岡

福　岡

小　原

大　平

越　河

斉　川

白　川

大鷹沢

実　　施　　区　　別

全 区　福岡、滝下、屋箆、沖

滝上、上原、鎌先、弥治郎、大綱、

芹沢、八宮、西区上、南区、西区下

山の下、山根、下原、川原子、不

志、蔵王、三住

全 区

全 区

全 区

全 区

全 区　福岡北区、東区

全 区

16



　　鯉類　潤鴛　慈り
態簸灘　羅　　二

瞬饗懇罎題
　好天に恵まれた4月12日、白石

春まつりがにぎやかに繰り広げら

れました。工夫をこらした各地区

の山車パレードや甲冑を着けたち

びっ子の武者行列など終日催し物

でいっぱいでした。

休日急患当番医
月　日

5／3

4

5
10

7

24

31

内 科

柿崎医院㈲2210

亘理医院（518501

大沼医院15〉2502

広瀬医院（5）0238

芭医院（5）2410

加藤（司）医院（5〉2001

引地医院（512036

トタ 斗不

堤医院15）1181

朝倉病院（5）2101

銭谷医院（5）2010』

刈田病院（5）2145

宮城医院（5）2062

刈田病院㈲2145
加藤（大）医院（514701

　本町の町角では、深谷神楽保存

会のメンバー10人が日頃の練習の

成果を披露し、まつりのムードを

盛り上げていました。

ご利用ください

姦鋸鰍嚢箪

　　　　　　　　　　臨鎗筆
　　　　　　　　　　　　彰》

韻　　　　　　　　　難難

白石市老人福祉センター

　　福岡蔵東字薬師堂23

　　暦5－3660

定
　　※都合により変更になる場合もあります。

例　相　談

春
ま
つ
り
二
題

相談区分

入権相談

行政相談

下覚矛芳ホ目言炎

社会保険
相　　　談

生活相談

青少年相談

消費生活
相　　　談

高齢者
職業紹介

器
回
ス

　
　
ビ

聴補
巡
サ

相談日

15

15

15

14

15

6・25

応
燈

15

月
木

　
週

　
毎

　　15
毎週水・木・

　　金

19

リオン

　　14・28

ニホン　12

間隻
ず

日

10：00～

　！5：00

10：00～

　15：00

10：00～

　16；00

9：30～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

9：00～

　17100

10：00～

　15：00
9：00～

　16：00

10100～

　14：00

13：00～

　14：00
10：00～

　11：00

場　　所

臼石市役所

2階相談室

全 上

白石市役所

1　　　階
市民相談室

白石市役所

3階相談室

2階相談室

3階相談室

白石市役所

4　　　階
青少年相談

センター

白石市役所

1階消費
生活相談室

白石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇、強制圧迫、

私的制裁、その他

役所、公社、公団、

公庫などの仕事にっ
いて不満なことや希
望すること

税金に関すること

（相談は仙台国税局

　員が応じます）

健康保険、船員保険、

厚生年金など

日常生活上の困りご

と

勉強のしかたや悩み
等学習に関すること、
非行又はその恐れの
ある青少年の問題や
悩み等

買物苦情や消費生活

一般

60歳以上の方の職業

斡旋

補聴器の修理、調整

など

／8


